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“
、
、
，
、
戸

うれしい入賞

2月23日、第15回村民アルペンスキ

ー大会の表彰式です。

公民館長からメダルと賞状が授与され思

わず“にっこり”。アルベールビルの表彰

台に上がった気持ちかな？

　　　　　（大会結果は、P7へ）
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綴

〉
ひ
げ
を
そ
っ
て
頭
髪
を
刈
り
シ
ャ
ン

　
プ
ー
「
さ
っ
ぱ
り
と
し
ま
し
た
」

　
　
　
　
し
き

全
身
の
清
拭
と
手
・
足
浴

　
「
風
呂
に
入
れ
な
く
て
も
気
持
ち

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
～
い
」

糊
灘

○○さんの薬をください（1回に飲む量に分配
してわたします）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

で・

”
お
年
寄
り
の
助
っ
人
家
庭
奉
仕
員
ー

　
村
の
要
援
護
老
人
と
世
帯
は
、
寝
た
き
り
老
人
が
2
5
人
、
独
り
暮
し
が
4
5
人
、

老
人
の
み
世
帯
が
6
4
戸
と
、
年
々
増
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
￥
女
性
が

働
き
に
で
た
り
￥
家
族
数
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
介
護
者
自
身
が
高
齢
化
す
る

な
ど
で
介
護
能
力
が
低
下
し
、
ま
た
、
介
護
の
期
間
も
長
期
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
村
で
は
￥
五
人
の
家
庭
奉
仕
員
を
置
き
、
こ
れ
ら
の
お
年
寄
り
の

お
宅
を
週
に
一
＝
二
回
訪
問
し
て
介
助
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
￥
「
で
き
る
だ
け

家
族
で
頑
張
っ
て
み
た
い
」
「
近
所
や
親
戚
へ
の
気
兼
ね
が
…
」
な
ど
と
い
う
意

識
か
ら
利
用
者
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
お
年
寄
り
と
ご
家
族
の
気
持
ち
に
ゆ
と

り
の
あ
る
う
ち
に
早
め
に
専
門
の
万
（
家
庭
奉
仕
員
）
に
よ
る
介
助
と
指
導
を

受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
￥
お
互
い
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
家
庭
奉
仕
員
の
仕
事
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
外
の
村
の
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

▲

頼まれたものを買って届けます

ご
存
じ
で
す
か

村
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

介
護
疲
れ
を
な
お
し
て
く
だ
さ
い

〈
老
人
短
期
保
護
事
業
〉

　
お
年
よ
り
の
お
世
話
を
し
て
い
る

方
が
、
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
、
介
護
疲

れ
な
ど
の
た
め
自
宅
で
介
護
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
、
一
時
的
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
家
族
に
変
わ
っ

て
お
世
話
し
ま
す
。

・
七
日
以
内
、
延
長
は
二
十
入
日
ま
で

・
利
用
料
一
日
当
た
り
二
千
円
程
度

入
浴
で
じ
よ
ん
の
び

〈
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
〉

　
家
庭
の
風
呂
で
は
、
入
浴
さ
せ
て

あ
げ
ら
れ
な
い
寝
た
き
り
の
お
年
寄

り
に
、
自
宅
か
ら
の
送
迎
に
よ
り
寝

た
ま
ま
で
入
浴
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
利
用
料
一
回
当
た
り
八
百
円
程
度

〈
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
〉

　
　
　
　
　
　
　
ほ
う

　
寝
た
き
り
・
痴
呆
・
一
人
暮
し
老

▼困ったことなど何でも相談にのります

人
の
方
に
、
左
記
の
介
護
用
品
を
給

付
、
ま
た
は
貸
与
し
ま
す
。

・
特
殊
寝
台
　
・
マ
ッ
ト
レ
ス
（
給

付
）
　
・
特
殊
浴
槽
　
・
体
位
変
換

器
　
・
車
椅
子
　
・
床
ず
れ
防
止
用

マ
ッ
ト
レ
ス
　
・
福
祉
電
話

〈
お
む
つ
給
付
事
業
〉

　
家
庭
で
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い

る
お
年
寄
り
に
、
経
費
の
助
成
を
し

ま
す
。
・
非
課
税
世
帯
　
月
額
八
千
円
ま
で

・
課
税
世
帯
月
額
四
千
円
ま
で

〈
寝
た
き
り
・
痴
呆
老
人
見
舞
い
金

及
び
介
護
者
手
当
金
支
給
事
業
〉

　
在
宅
で
六
ヵ
月
以
上
の
寝
た
き

り
・
痴
呆
老
人
及
び
、
介
護
し
て
い

る
方
に
見
舞
い
金
、
手
当
金
を
支
給

し
ま
す
。

・
見
舞
い
金
　
一
人
五
千
円

・
手
当
金
月
額
五
千
円
（
年
三

　
　
　
　
　
　
回
支
給
）



〉
床
ず
れ
の
手
当
も
欠
か
せ
ま
せ

　
ん
。

　
下
着
の
着
替
え
と
シ
ー
ツ
交
換

　
“
ヨ
ー
イ
シ
ョ
”
汗
だ
く
で
や

く
っ
て
い
ま
す
。

難

撒
羅

繋

食事の世話、後片付け、洗濯なんでも

お手伝いします

「ばあちゃん気持がいいべ一」「エー良かった良かった。今度はいつだい」掃除や整理をしてあげます

体
の
不
自
由
な
方
と
雪
原
で
交
流

　
　
　
　
　
　
　
”
な
か
さ
と
手
話
サ
ー
ク
ル
U

　
「
な
か
さ
と
手
話
サ
ー
ク
ル
」
（
代

表
樋
ロ
ヒ
サ
さ
ん
会
員
二
十
五
名
）

は
、
日
ご
ろ
家
に
こ
も
り
が
ち
な
身

体
に
障
害
の
あ
る
方
た
ち
と
一
緒
に

野
外
で
楽
し
も
う
と
上
越
国
際
清
津

ス
キ
ー
場
を
会
場
に
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。

　
快
晴
に
恵
ま
れ
た
二
月
二
十
三

日
、
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
十
二
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ぶ

を
含
む
三
十
五
名
は
、
眩
し
さ
と
笑

い
で
目
を
細
め
な
が
ら
ソ
リ
遊
び
、

パ
ン
食
い
競
争
、
風
せ
ん
割
り
、
ス

キ
ー
な
ど
の
雪
原
ろ
ポ
ー

篶

　
　
　
　
　
　
　
鋼

み
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
毎
月
第
二
・

第
四
月
曜
日
夜
七
時
半
か
ら
九
時
ま

で
手
話
を
学
ん
で
い
ま
す
。
会
の
活

動
の
一
環
と
し
て
昨
年
は
二
回
室
内

で
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
雪
上
で
伸
び
伸
び
楽
し
も
う
と
計

画
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
参
加
者
は
、
「
気
持
が
晴
れ
晴
れ
し

て
ス
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
」
と
、
顔
を

赤
く
火
照
て
ら
し
満
足
し
た
表
情
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

ペアでパン食い競争、つい手が出てしまう
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黒
川
村
研
修
会

　
今
回
の
先
進
地
研
修
に
は
県
北
の

黒
川
村
が
選
定
さ
れ
た
。
二
月
十
九

日
と
二
十
日
の
一
泊
二
日
の
日
程
で

あ
る
。

　
黒
川
村
の
人
口
は
中
里
村
と
同
じ

位
で
六
、
六
〇
七
人
、
こ
の
十
年
間

に
約
二
百
名
の
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

早
く
か
ら
企
業
誘
致
や
村
営
の
観
光

開
発
を
軌
道
に
乗
せ
て
、
大
き
く
な

い
村
で
あ
っ
て
も
そ
の
知
名
度
は
高

い
。
現
村
長
は
十
期
目
で
あ
り
、
ユ

ニ
ー
ク
な
村
政
で
県
下
で
も
評
価
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
お
邪
魔

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
以
下
研
修

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

国設胎内スキー場を視察する村会議員

産
業
経
済
委
員
長
服
部
十
三
男

　
　
　
副
委
員
長
中
島
優
一

O
ア
イ
デ
ア
の
活
用
。
ア
イ
デ
ア
は

尊
重
す
べ
き
財
産
で
あ
る
。
開
設
に

当
っ
て
コ
ン
サ
ル
に
依
頼
す
る
向
き

も
あ
る
が
、
そ
の
前
に
自
己
の
展
望

が
必
要
で
は
な
い
か
。
コ
ン
サ
ル
は

地
元
の
実
情
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
当

を
得
な
い
こ
と
が
往
々
に
あ
る
。

⇔
自
力
開
発
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

執
れ
る
人
で
、
し
か
も
ア
イ
デ
ア
を

活
か
せ
る
人
が
望
ま
し
い
。
黒
川
村

の
場
合
は
現
村
長
が
ア
イ
デ
ア
に
秀

れ
た
才
能
が
あ
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
長
い
年
月
を
積
み
上
げ
た
も
の

で
あ
る
。
外
資
に
頼
る
こ
と
な
く
村

営
と
し
て
小
さ
な
も
の
か
ら
育
て
て

き
た
。
初
め
て
ホ
テ
ル
経
営
を
手
掛

け
た
時
も
、
従
業
員
養
成
の
た
め
妙

高
、
赤
倉
等
の
ホ
テ
ル
に
研
修
依
頓

を
し
一
年
な
り
半
年
勉
強
さ
せ
た
。

そ
れ
が
職
場
の
拡
大
で
あ
り
村
民
の

定
住
に
結
び
つ
い
た
こ
と
に
も
な
ろ

・
つ
。口
村
内
資
源
の
活
用
。
村
内
に
は
何

が
あ
る
か
。
水
の
利
用
に
つ
い
て
は

防
災
ダ
ム
で
落
差
を
利
用
し
て
発
電

所
を
作
ら
せ
、
県
、
村
で
折
半
し
、

ス
キ
r
場
、
野
球
場
の
ナ
イ
タ
i
施

設
等
々
使
用
し
て
い
る
。
余
れ
ば
電

力
会
社
に
売
っ
て
い
る
。
ソ
バ
の
作

付
け
は
早
く
か
ら
手
が
け
て
ソ
バ
の

名
所
と
な
っ
た
。
そ
し
て
観
光
面
に

も
利
用
し
て
い
る
。

四
人
材
育
成
。
人
材
の
育
成
の
基
本

は
教
育
で
あ
り
教
育
は
重
視
し
て
い

る
。
外
国
に
留
学
も
ど
ん
ど
ん
さ
せ

て
い
る
。
早
く
か
ら
ド
イ
ツ
、
デ
ン

マ
ー
ク
と
の
交
流
が
さ
れ
て
い
て
、

畜
産
物
加
工
施
設
で
の
技
術
的
な
援

助
も
受
け
た
。
又
、
ド
イ
ツ
の
吹
奏

楽
団
が
来
村
し
村
民
と
の
合
同
演
奏

会
も
開
い
て
い
る
。

㈲
産
業
相
互
の
相
乗
効
果
。
村
営
各

事
業
体
は
独
立
採
算
制
を
執
っ
て
い

る
。
利
益
が
な
く
村
費
持
ち
出
し
の

事
業
は
や
ら
な
い
。
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
、
各
事
業
と
の
相
乗
効
果
が
あ

る
よ
う
に
運
営
し
て
い
る
。
例
え
ば

畜
産
団
地
か
ら
出
る
堆
肥
は
有
機
農

業
育
成
に
再
利
用
し
て
い
る
。
農
村

の
職
場
拡
大
と
い
う
見
地
で
、
早
く

か
ら
企
業
誘
地
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
一
歩
進
め
て
宅
地
造
成
し
て

村
内
居
住
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
村

営
住
宅
に
は
他
町
村
の
人
も
入
れ
た
。

入
れ
ば
こ
の
村
の
住
民
と
な
る
か
ら

住
民
増
加
で
喜
ば
し
い
で
は
な
い
か
。

等
々
．

　
最
後
に
、
　
一
泊
し
た
ホ
テ
ル
に
は

東
京
、
富
山
の
若
い
女
性
達
が
来
て

い
た
こ
と
を
付
け
加
え
ま
す
。

続通止
竪砂崩れ

　
妻
有
地
方
、
東
頸
城
地
方
、
長
野

県
北
部
地
方
と
首
都
圏
を
結
ぶ
重
要

路
線
の
国
道
3
5
3
号
線
が
十
二
日

間
交
通
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
」

二
十
三
日
午
後
七
時
か
ら
解
除
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
二
月
十
二
日
午
前
五
時
ご

ろ
葎
沢
地
内
の
国
道
に
、
厚
さ
三
層

長
さ
二
十
材
に
わ
た
っ
て
山
腹
か
ら

崩
土
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　
清
津
峡
入
口
か
ら
約
一
・
三
樵
ほ

ど
倉
下
方
向
へ
入
っ
た
こ
の
現
場
は
、

約
六
十
材
の
高
さ
の
山
腹
か
ら
土
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
醐
灘

崩
れ
が
発
生
し
、
雪
崩
予
防
棚
二
基

と
二
段
の
雪
崩
予
防
段
切
を
壊
わ
し

国
道
に
落
下
し
た
も
の
で
す
。

　
十
日
町
土
木
事
務
所
の
調
査
に
よ

る
と
、
崩
壊
発
生
山
腹
部
に
は
ま
だ

相
当
量
の
崩
壊
し
そ
う
な
土
石
が
残

っ
て
い
た
た
め
危
険
で
あ
り
、
こ
れ

を
取
り
除
く
た
め
、
復
旧
に
時
間
が

か
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
交
通
止
に
よ
り
、
倉
下
、
土

倉
集
落
や
ス
キ
ー
ヤ
ー
、
そ
れ
に
南

魚
沼
郡
へ
の
通
勤
者
な
ど
一
日
平
均

約
四
千
五
百
台
の
車
が
、
国
道
2
5

3
号
線
（
八
箇
峠
）
を
大
き
く
迂
回

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
支
障
を

き
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
あ
い

　
狭
く
険
し
い
谷
間
を
急
力
ー
ブ
で

通
過
す
る
こ
の
3
5
3
号
線
は
、
雪

崩
の
危
険
防
止
の
た
め
に
交
通
止
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、
年
間
を
通
し
て

の
抜
本
的
な
対
策
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

山後からの土砂崩れ、雪崩にもご注意》

353号線（2／14撮影）
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たない

マ
ル
チ
ま
が
い
商
法

　
　
商
品
を
買
い
、
友
だ
ち
を
紹
介
す
る
と
紹
介
料
が
入
る
。

ア
ボ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法

　
　
電
話
で
当
選
を
知
ら
さ
れ
．
指
定
さ
れ
た
事
務
所
に
行
く
と
海
外
旅
行
に
安
く

　
　
行
け
る
と
言
わ
れ
￥
会
員
券
な
ど
を
契
約
さ
せ
ら
れ
る
。

S
F
（
催
眠
）
商
法

　
　
手
を
あ
げ
て
い
ろ
い
ろ
な
物
を
タ
ダ
で
も
ら
っ
た
後
に
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
た
と

　
　
こ
ろ
で
高
額
な
商
品
を
三
～
五
名
と
限
定
し
契
約
さ
せ
る
。

送
り
つ
け
商
法
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
ブ
シ
ョ
ン
）

　
　
突
然
知
ら
な
い
業
者
か
ら
注
文
し
て
い
な
い
商
品
な
ど
を
送
り
つ
け
ら
れ
￥
代

　
　
金
を
請
求
さ
れ
る
。

」

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は

違
約
金
を
支
払
わ
ず
に

無
条
件
解
約
で
き
る

制
度
の
こ
と
で
す

訪
間
販
売
に
関
す
る
契
約
は

契
約
し
た
日
か
ら
8
日
問

坐
現
金
で

支
払
っ
た
場
合
で
も

三
〇
〇
〇
円
以
上

な
ら
O
K

論；
￥00

連
鎖
販
売
取
引

（
マ
ル
チ
商
法
）
は

冒
問
　
　
賦

箏営業所

6）7

kO

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
な
ど
は

営
業
所
に
出
向
い
て
契
約
し
て
も

適
用
さ
れ
ま
す

雛

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
効
か
な
い
場
合

消
耗
品
を

使
つ
て

し
ま
っ
た
…
…

サ商対法
1品象律
ビや外の
ス　　の　』

欝

手
続
き
は

下
図
を
ど
う
ぞ

①内容証明郵便での通知例

通
知
は
鶴
盤
醐
鰐
パ
ガ
㌔
…
－

す を は だ を貴 の ○ ○ 被
o返

、

な き し し社 セ 私 O ○ 通
金 お お まか まの 書 は 取 県 知 O
し引

、

す し し商 ノレ
、

締 ○ 人 ○

て き セ o な た 品 ス 去 役 O ○

○ く 取 書 が o

（
マ る O 市 の

○ だ り ノレ ら ○ ン O O O 契

年 さ い ス
、

証， O の O O O O 約
○ る た マ こ

内
容
明
書
用
紙

O 訪 ○ O 町 O 解
○ よ だ ン の ） 問 ○ 殿 O 県 除

月 う きが 契 O を年 O O に

O
、 、

置 約 O 受 O 番 ○ つ

○ お 支 い を 個 け ○ 地 市 い

日 願 払 て 解 を
、

月 山 O て
い つ い 除 購 自 O 田 O
申 た か さ 入 宅 O 町

し O れ せ す に 日 太 ○

上 O た て る お
、

郎 O
げ O 商 い 契 い 貴 番

ま円 品 た 約 て 社 地

②
ハ
ガ
キ
（
簡
易
書
留
）
で
の
通
知
例

申
込
（
契
約
）
日
　
○
○
年
○
○
月
○
○
日

販
売
会
社
名
（
○
○
○
○
○
○
）

商
品
名
（
○
○
○
）

担
当
者
名
　
O
o
O
O
殿

　
右
記
日
付
の
申
込
み
を
撤
回
（
ま
た

　
は
契
約
を
解
除
）
し
ま
す
。

　
　
　
○
○
年
O
o
月
O
o
日

　
　
　
○
○
県
○
○
市
○
○
町
○
○
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
田
　
太
　
郎

※
パ
ガ
キ
の
場
合
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い

…
●
内
容
証
明
郵
便
の
用
紙

…
　
は
文
具
店
な
ど
で
売
っ

…
　
て
い
る
市
販
の
用
紙
を

…
　
使
う
と
便
利
。

…
●
3
部
複
写
す
る
。

㎜
●
ク
レ
．
シ
ッ
ト
の
場
合
は

　
4
部
複
写
。
コ
ピ
ー
で

　
も
よ
い
。

●
詳
し
く
は
、
役
場
開
発

　
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

　
い
。

平成4年3月10日広・報『躍”宣と：5
＼ ＼
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匿

清津スキー場計画平面図（第1ロマンスリフトは既設）

　
清
津
高
原
開
発
計
画
説
明
会
が
一

月
三
十
日
、
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
ー

で
前
橋
営
林
局
六
日
町
営
林
署
長
な

ど
関
係
行
政
機
関
や
関
係
団
体
等
を

参
集
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
は
、
当
間
高
原
地
区

を
早
期
に
開
発
し
よ
う
と
精
魂
込
め

て
推
進
し
て
き
た
結
果
よ
う
や
く
調

整
が
と
れ
、
具
体
的
に
着
手
す
る
た

め
の
許
認
可
機
関
を
中
心
と
し
た
説

明
会
で
す
．

　
計
画
は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
調

査
を
開
始
し
、
昭
和
五
十
九
年
四
月

「
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
の
指

定
、
昭
和
六
十
年
七
月
「
第
三
セ
ク

タ
ー
清
津
観
光
開
発
㈱
」
の
設
立
、

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
リ
フ
ト
一

基
倉
コ
ー
ス
ニ
本
で
上
越
国
際
清
津

拡張
上越国際

清津スキ

平成5年12月稼動

ス
キ
ー
場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
こ
の
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
、
こ

の
地
域
が
総
合
保
養
地
域
整
備
法

（
リ
ゾ
ー
ト
法
）
の
「
マ
イ
・
ラ
イ

フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
の
重
点
整
備

地
域
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
元

年
か
ら
は
、
国
有
林
活
用
と
し
て
部

分
的
な
開
発
の
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
」
か
ら
十
日
町
市
の
当
間
ス

キ
ー
場
や
上
越
国
際
ス
キ
ー
場
を
包

括
し
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
グ
リ
ー
ン
・

プ
ラ
ン
」
を
進
め
よ
う
と
国
有
林
側

と
民
地
を
含
め
た
全
体
構
想
の
実
施

計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
平
成
三
年
七
月
に
は

森
林
法
の
改
正
に
伴
い
残
置
森
林
率

が
五
十
軒
か
ら
七
十
響
に
、
ま
た
、

ス
キ
ー
コ
ー
ス
幅
が
五
十
材
に
規
制

灘

掘

許認可についてご協力、ご指導

下さいとあいさつする村長

さ
れ
た
こ
と
か
ら
全
体
計
画
も
見
直

し
が
必
要
と
な
り
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・

グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
」
、
「
リ
ゾ
ー
ト

法
」
の
変
更
手
続
き
が
完
了
し
な
け

れ
ば
着
工
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
変
更
に
は

相
当
の
期
間
が
必
要
で
あ
り
、
地
域

関
係
者
の
要
望
の
た
め
部
分
的
で
す

が
、
一
期
工
事
と
し
、
「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
」
と
し
て
前
橋
営
林
局

の
承
認
を
得
て
着
工
す
る
も
の
で
す
。

　
一
期
工
事
は
、
農
用
地
除
外
や
保

安
林
解
除
等
が
順
調
に
進
め
ば
今
年

十
一
月
に
四
人
乗
り
ク
ワ
ッ
ト
リ
フ

ト
ニ
基
に
コ
ー
ス
五
本
、
日
帰
り
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
着
工
で
き
、
平
成
五

年
十
二
月
に
は
稼
動
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
て
く

だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
の
ゴ
ル
フ
場
等
の
計
画

は
リ
ゾ
ー
ト
法
の
計
画
変
更
を
得
て

進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
下
欄
の
優
秀
読
書
感
想
文
「
自
然

と
私
」
の
よ
う
に
自
然
を
大
切
に
し

た
開
発
に
し
た
い
も
の
で
す
。

平
成
三
年
度
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

【
優
秀
作
品
】

　
　
自
然
と
私

　
　
　
　
渡
辺
里
美
（
高
道
山
小
4
）

　
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
で
、
だ
ん
だ
ん

自
然
が
な
く
な
っ
て
い
く
の
を
新
聞
や
憂

ユ
ー
ス
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
、
そ

れ
は
、
ス
キ
ー
場
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
を
作

る
た
め
に
、
木
を
た
く
さ
ん
切
り
農
薬
を

使
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
私
は
、

そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
と
き
、
本
が
と
て

も
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
こ
の
「
山
の
い
の
ち
」
と
い
う

本
を
読
ん
で
、
も
の
す
ご
く
自
然
は
す
ぱ

ら
し
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
◎

　
「
両
岸
か
ら
木
が
お
お
い
か
麟
さ
っ
て

川
面
は
、
暗
か
つ
た
が
、
と
こ
る
ど
こ
る

葉
の
間
か
ら
自
っ
ぽ
い
光
が
シ
ャ
ワ
ー
の

よ
う
に
も
れ
て
い
た
。
」
と
い
う
と
こ
る
は
、

と
て
も
す
て
き
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
．

　
私
は
、
ま
だ
そ
ん
な
け
し
き
を
見
た
こ

と
が
な
い
の
で
、
と
て
も
静
一
が
う
ら
や

ま
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
こ
う
や
っ
て
生
き
て
い
ら
れ

る
の
は
￥
木
や
草
、
動
物
な
ど
自
然
の
中

で
生
き
る
も
の
た
ち
の
お
か
げ
で
す
、
も

し
、
木
が
な
く
な
つ
た
り
し
た
ら
、
空
気

が
無
く
な
っ
て
人
間
は
、
み
ん
な
死
ん
で

し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
洪
水
も
防
げ

な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
．
え
ん
筆
や
机

や
紙
も
作
れ
な
く
な
り
ま
す
、

　
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
で
き
る

木
は
、
す
ぱ
ら
し
い
と
思
い
ま
す
、
な
の

に
私
た
ち
人
間
と
き
た
ら
、
木
の
葉
を
奄

し
っ
た
り
木
の
え
だ
を
お
っ
た
り
し
て
、

と
て
も
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
を
し
て
た
の

6
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“ヤッタゼ総合優勝”池田さん、井ノ川君（田沢JSC）

　
二
月
十
六
日
旧
　
中
里
村
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
田
沢
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
の
ス
キ
ー
大
会
（
ア
ル
ペ
ン
）

が
行
わ
れ
、
悪
天
候
の
な
か
次
の
成

績
と
な
り
ま
し
た
。

●
男
子
総
合

　
　
　
　
　
　
ま
さ
し

優
勝
　
井
ノ
川
雅
史
（
如
来
寺
5
年
）

　
　
　
　
　
　
ま
さ
ふ
み

二
位
高
井
雅
史
（
田
中
4
年
）

三
位
　
吉
樂
　
寛
吉
（
上
山
6
年
）

●
女
子
総
合

優
勝
　
池
田
　
美
和
（
如
来
寺
6
年
）

二
位
　
服
部
江
梨
子
（
如
来
寺
4
年
）

三
位
　
上
原
　
宏
美
（
上
山
6
年
）

●
学
年
別

三
年
男
子 寒

風
を
突
い
て

　
　
　
　
ゴ
喜
ル
ヘ
飛
び
込
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
ジ
ュ
一
一
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
五
回
村
民
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会

　
　
　
　
　
）
、

一
位
　
江
ロ

ニ
位
　
吉
楽

三
位
　
服
部

三
年
女
子

一
位
　
山
田

二
位
村
山

三
位
村
山

四
年
男
子

一
位
高
井

二
位
村
山

三
位
井
口

四
年
女
子

重
昭
（
上
　
山
）

と
も
ひ
ろ

倫
大
（
上
　
山
）

大
輔
（
如
来
寺
）

綾
子
（
通
り
山
）

美
幸
（
田
　
沢
）

千
春
（
田
　
沢
）

雅
史
（
田
　
中
）

達
章
（
東
田
沢
）

真
次
（
上
　
山
）

一
位
　
服
部
江
梨
子

二
位
　
山
田
　
真
澄

三
位
　
清
瀧
　
千
恵

五
年
男
子

一
位
　
井
ノ
川
雅
史
（
如
来
寺
）

二
位
　
服
部
　
卓
郎
（
如
来
寺
）

三
位
　
長
井
　
秀
幸
（
干
　
溝
）

五
年
女
子

一
位
　
瀧
沢
さ
や
か
（
田
　
中
）

二
位
　
齋
藤
　
洋
美
（
通
り
山
）

三
位
　
太
島
　
康
子
（
芋
　
沢
）

六
年
男
子

一
位
　
吉
樂
　
寛
吾
（
上
　
山
）

二
位
　
井
ノ
川
直
之
（
如
来
寺
）

六
年
女
子

一
位
　
池
田
　
美
和
（
如
来
寺
）

二
位
　
上
原
　
宏
美
（
上
　
山
）

　
ま
た
、
二
十
三
日
は
、
第
十
五
回

村
民
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
が
開
か

れ
、
前
日
ま
で
の
降
雪
で
バ
ー
ン
は

柔
ら
か
か
っ
た
も
の
の
快
晴
に
恵
ま

れ
次
の
結
果
を
納
め
ま
し
た
。

●
小
学
生
一
～
四
年
男
子
の
部

一
位
　
高
井
　
雅
史
（
田
沢
小
4
）

二
位
　
井
口
　
真
次
（
田
沢
小
4
）

三
位
　
太
嶋
　
勇
樹
（
田
沢
小
4
）

●
小
学
生
一
～
四
年
女
子
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
（
如
来
寺
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
通
り
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
　
山
）

　
　
　
簾
灘
懲
、

　
　
　
　
　
勝

覇
難
蕊
麗
醗
撚
「
　
・、灘・馨縷難譲

“GO乙ノ”緊張の一瞬（村民アルペン）

一
位
　
清
瀧
　
千
恵
（
田
沢
小
4
）

二
位
　
服
部
江
梨
子
（
田
沢
小
4
）

三
位
　
太
島
菜
緒
子
（
田
沢
小
4
）

●
小
学
生
五
～
六
年
男
子
の
部

一
位
　
吉
樂
　
寛
吾
（
田
沢
小
6
）

二
位
　
井
ノ
川
雅
史
（
田
沢
小
5
）

三
位
　
上
原
　
郷
司
（
田
沢
小
5
）

●
小
学
生
五
～
六
年
女
子
の
部

一
位
　
池
田
　
美
和
（
田
沢
小
6
）

二
位
　
滝
沢
さ
や
か
（
田
沢
小
5
）

三
位
　
広
田
菜
穂
子
（
田
沢
小
5
）

●
中
学
生
女
子
の
部

一
位
　
岡
村
　
由
梨
（
中
里
中
1
）

一
般
男
子
成
年
の
部
（
1
5
～
3
9
歳
）

一
位
　
山
本
　
勝
利
（
通
り
山
）

二
位
　
渡
邉
　
宗
一
（
山
　
崎
）

三
位
　
富
井
　
英
雄
（
干
　
溝
）

●
［
般
男
子
壮
年
の
部
（
4
0
歳
以
上
）

一
位
岡
村
憲
次
（
通
り
山
）

二
位
　
太
島
康
太
郎
（
芋
　
沢
）

三
位
山
田
　
満
（
通
り
山
）

※
最
高
ラ
ッ
プ

　
山
本
　
勝
利
（
5
3
秒
5
）

　
岡
村
　
憲
次
（
　
〃
　
）

だ
と
反
省
し
ま
し
た
。

　
私
が
業
間
の
と
き
走
っ
て
い
る
と
、
急

に
な
に
か
に
つ
っ
か
え
ま
し
た
。
ふ
り
向

く
と
「
く
ず
」
と
い
う
草
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
草
は
、
ま
る
で
自
分
も
生
き
て
い
る

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
私
に
教
え
て
い
る
か

の
よ
う
に
ゆ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
回
り
か
ら
、
今
ど
ん
ど
ん
自

然
が
な
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
静
一

が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
も
、
自
然
が
な
く

な
り
、
コ
ン
ク
リ
i
ト
だ
ら
け
の
と
こ
ろ

だ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

中
に
住
ん
で
い
た
か
ら
、
静
一
は
、
ま
る

で
心
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
か
た
め
ら
れ
た

よ
う
に
話
も
し
な
く
な
っ
た
に
ち
が
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
今
、
中
里
村
と
い
う
と
て
も
自

然
の
豊
か
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
ま
す
◎

だ
か
ら
季
節
ご
と
に
い
ろ
ん
な
花
や
虫
、

動
物
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
け
し

き
も
と
て
も
す
ば
ら
し
い
で
す
。

　
こ
の
本
に
で
て
く
る
祖
父
の
家
も
と
て

も
す
ば
ら
し
い
で
す
。
緑
の
木
が
あ
り
、

川
が
あ
り
、
動
物
が
い
ま
す
．
そ
れ
ま
で

静
一
が
い
た
と
こ
ろ
と
は
、
全
く
ち
が
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ま
で
全
く
何

に
も
話
さ
な
か
つ
た
静
｝
が
話
せ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
じ
ょ
う
か
。

人
闘
は
、
自
然
か
ら
は
な
れ
て
い
け
な

い
と
い
う
こ
と
を
、
作
者
は
私
た
ち
匿
伝

疑
よ
う
と
じ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に
自
然
を
大

切
に
じ
、
い
つ
ま
羅
も
、
い
ろ
ん
な
ε
と

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
で
い
た
い

と
思
い
ま
す
、
そ
じ
て
、
今
目
か
ら
は
、

で
き
る
が
ぎ
り
薗
然
を
大
切
に
し
て
、
響

っ
て
い
き
た
い
で
す
。

平成4年3月10日広報躍”官と：7
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　かきをもいでいるときの版画で

す。工夫したところは目を細くし

たところです。かきがくさってい

るようにするのにくろうしました。

それから手をどっしりと大きくし

ました。よくできたと思います。

鋼寮善動巌晶鉱）⑳

　由希子ちゃんはとても人なつっ

こい性格でだれにでもなつくため、

近所の人たちからかわいがっても

らっています。

　音楽が大好きで、テレビやカ’セ

ットテーブから流れる曲に合せて

歌ったり踊ったりのパフォーマン

スは．家族や居合せた近所の人た

ちの目をくぎ付けにしてしまいま

す。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
7
イ
ツ
ト
ネ
ス

　
　
　
母
子
愛
育
会
・
婦
人
会
・
農
協
婦
人
部
合
同
研
修
会

　
婦
人
の
親
睦
を
図
ろ
う
と
母
子
愛
育

会
．
婦
人
会
・
農
協
婦
人
部
合
同
研
修
会

が
二
月
二
十
七
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
．

　
ま
ず
、
昨
年
五
月
か
ら
今
ま
で
に
行
わ

れ
た
県
主
催
等
研
修
会
参
加
報
告
が
、
滝

沢
美
千
子
さ
ん
外
三
名
か
ら
、
ま
た
、
母

子
愛
育
会
事
務
局
か
ら
は
「
む
し
歯
予
防

五
か
年
運
動
」
の
実
績
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
「
健
康
づ
く
り
と
運
動
」
1

な
ぜ
運
動
が
必
要
な
の
か
ー
と
題
し
て
十

日
町
エ
リ
ア
ド
ゥ
2
ー
　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
関
口
陽
子
先
生
か
ら

講
義
と
実
技
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
講
義
で
は
、
今
の
自
分
の
体
よ
り
も
う

少
し
い
い
体
に
し
て
い
こ
う
（
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
）
、
そ
し
て
、
脂
肪
を
燃
や
す
に
は
軽

い
運
動
を
最
低
三
十
分
以
上
す
る
こ
と
が

　
　
．
韓
，

必
要
で
す
と
説
き
、

軽い運動ですが汗が出ます

　
　
　
　
　
　
　
続
い
て
実
技
で
は
全

員
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
に
挑
戦
し
快

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
、
今
度
は
「
雪
ほ
り

道
具
」
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
昔
前
の
雪
ほ
り
等
に
は
、
こ
ん
な
道

具
を
使
っ
て
い
た
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
かこの使い方わかるよ

今
度
は
雪
ほ
り
道
具
を
展
示

ら
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
先
月
の
「
い

ろ
り
」
に
続
い
て
干
溝
の
収
蔵
庫
か
ら
持

ち
出
し
披
露
し
た
も
の
で
す
。

　
カ
ン
ジ
キ
、
ス
カ
リ
、
ス
ッ
ポ
ン
、
ワ

ラ
グ
ツ
、
キ
ャ
ハ
ン
、
ミ
ノ
、
そ
れ
に
コ

ン
ス
キ
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

“
エ
ー
”
ま
だ
使
っ
て
い
る
？
ー
。
そ
う

い
う
方
は
、
不
要
に
な
り
ま
し
た
ら
公
民

館
へ
寄
贈
下
さ
い
。
公
民
館
で
は
今
後
、

季
節
に
合
わ
せ
昔
懐
か
し
い
も
の
を
展
示

し
ま
す
。
三
月
は
何
か
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。

わたしの

と　
ん
　
さ
　
子
　
雪

原
田
小
廣

青
森
県
下
北
郡
脇
野
沢
村

　
私
の
ふ
る
さ
と
は
、
青
森
県

下
北
郡
脇
野
沢
村
で
す
。
下
北

半
島
西
の
玄
関
口
に
あ
た
り
、

青
森
市
か
ら
高
速
旅
客
船
で
五

十
分
の
と
こ
ろ
で
す
。

　
網
元
だ
っ
た
私
の
実
家
は
海

　
　
　
　
い
わ
し

辺
に
あ
り
、
鰯
の
頭
も
ぎ
を
よ

く
手
伝
わ
さ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
自
分
の
庭
の
よ
う
な

海
で
、
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
ホ
タ

テ
な
ど
を
獲
り
好
き
な
だ
け
食

べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

北
限
の
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
生
息
地

が
あ
り
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
ネ
ク

タ
イ
を
取
ら
れ
た
覚
え
が
あ
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
た
い

　
す
ぐ
近
に
、
鯛
が
泳
い
で
い

る
姿
に
似
て
い
る
「
鯛
島
」
、
山

岳
が
海
岸
線
ま
で
せ
ま
っ
て
断

が
い崖
絶
壁
を
な
し
て
い
る
「
仏
ヶ

浦
」
な
ど
千
変
万
化
の
断
崖
が

続
き
、
そ
の
迫
力
あ
る
美
し
さ

は
訪
れ
る
人
々
の
心
を
魅
了
し

て
く
れ
ま
す
。
近
所
の
人
た
ち

も
こ
の
写
真
を
見
て
私
の
里
帰

り
に
同
行
し
た
ほ
ど
で
す
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
ど
う
ぞ
。

《仏ケ浦



轟

〆　　　　　　　　　　　　‘・ン、ウ，

　なかさζ－翻の翼絡会
　　械㌧藷．馨轄一・一

壁新聞で楽しかった中里村を報告

　
　
　
　
◎

　
　
発

誌
刺
顯
里

沖

中里村の皆様こんにちは。去った4月の「なかさと友情の翼

交流会」では、一行が大変お世話になりました。　　　　　。

参加者は、中里村の多くのことを学び、雪国の生活を満喫し、

たくさんの思い出を胸に元気に帰ってきました。

2月3臼にはその報告会が、村長や父田、関係者が出席し開

かれました。その報告の内容をちょっと紹介します。

　「寒い地万の暮らしや鳥追い、ほんやら洞なども体験できて

とても良かった」。「初めて見る雪、スキーをしたり温かくて優

しくてとても良い所でレた」。「沖縄とは気候も風士も全然違う

中里村の、色々な文化や生活め知恵などを学ぶことができまし

た」◎「スキー体験、ホームステイ、中里中訪問など生涯経験で

きないようなすぱらしい旅でした」。「雪だるまに“歓迎”とい

う言葉が書いてあるのを見てうれしかったです」。「雪も見たし

友だちもできたし良かった」。「夢にまで見たスキー体験、楽し

くて楽しくてあっという間に時間が過ぎました」。「ホームステ

イで家族の皆さんがとても優しくしてくれた」。「中里村のみな

さん本当にありがとうございました」。　　　（仲里村　平田）

お
互
い
に
楽
し
く
芸
を
磨
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
中
里
芸
能
協
会
」
設
立

　
お
互
い
の
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
親
睦
と
　
　
く
技
を
磨
き
た
い
。
五
月
三
日
の
U
I
M

芸
の
向
上
を
図
ろ
う
と
こ
の
ほ
ど
、
「
中
里
　
　
A
」
L
ホ
ー
ル
の
こ
け
ら
落
し
に
誘
い
が

芸
能
協
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
あ
り
、
有
り
難
く
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
こ
の
協
会
は
、
村
内
の
民
謡
、
舞
踊
、
　
　
来
年
か
ら
は
毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

詩
吟
、
大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
　
　
あ
た
り
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
発
表
会
を
開
き
、

樽
ば
や
し
な
ど
二
十
九
団
体
、
二
百
五
十
　
　
入
場
料
を
い
た
だ
け
れ
ば
社
会
福
祉
施
設

五
人
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
へ
寄
付
な
ん
か
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

　
「
い
ろ
ん
な
グ
ル
ー
プ
が
芸
能
祭
に
参
　
　
す
」
。
と
協
会
長
の
高
木
成
子
さ
ん
が
抱
負

加
し
て
い
ま
す
が
、
顔
を
合
わ
せ
る
だ
け
　
　
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

で
終
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
仲
良
　
　
　
　
お
互
い
に
認
め
合
い
応
援
し
合
っ
て
、

耀
　
，
、
鍵
翫
籍
．
薮
㈱

　
　
　
　
　
灘
難
嚢
、
　
　
　
　
　
民

　
．
　
　
　
ー
翻
鞭
灘
萎
ー
、
難
　
　
淵
村

翼
灘
灘
毒
轍

彪
ー
囎
羅
㎜
　
　
繋

す
ば
ら
し
い
芸
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
参
加
し
た
い
団
体
等
は
、
事
務
局
の
吉

楽
タ
ケ
ノ
さ
ん
（
田
中
）
6
3
1
2
1
7
9

に
連
絡
下
さ
い
．

側
￥
／
＼
、

8
欝
－

鞭灘鱗襟懲…霧

子
シ薯篇

●⑳
　（干溝）

　聡美（小2）さん
　かずふみ
さん和史（4歳）くん

　ようすけ
　洋典（2歳）くん　※腕白ざかり三人を中心に明るい家庭でした。

　どんな家庭なんでしょうか？
り私は現在六日町士木事務所に通勤しているので

残業等で帰りが遅くなりますが、和史と洋典が元

気がよく家じゅうを跳び回るので宙日にぎやかと

いうよりうるさいぐらいの家庭です。

　特別な家庭行事は？
り夏場の日躍日は農業をやっているので￥農繁期

が終った時に家族で温泉などに出掛け￥冬の晴れ

た日は子どもたちとスキーに行くことぐらいかな。

　子育のモツトーは？
ワ途中でやめないで最後までやり通す子どもに￥

そしてあいさつもきちんとさせたいですね。り平

凡でいいですが￥相手の痛みを感じられるような

気持ちのやさしい子にと思っています。圃元気

で育ってもらえればそれでいいです。

　これからやりたいことは？
ワ家族で山歩き程度のコーズで2～3泊のキヤンプ

をしてみたい。り自然に親しむためにも良い事だ。

9 広報躍”宣と：　　平成4年3月10日
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野
’

静〔上瑠嚢長女〕上山

断〔関谷盆難二女〕田沢

輪〔栞原三準代二女〕上山

欝〔鵬響二女〕新屋敷

縫〔井ノ川轟長男〕如来寺

呆束〔瀧澤亜冨美長女〕重地

鎚垂〔阿部ll，鎮長女〕高道山

鐘〔根津髭利華二女〕芋川

　
　
　
　
　
　
沢
島
中

　
　
　
　
　
　
田
程
宮

死
亡
薫
）
）
）
）
）

毅
　
　
　
¶
■
　
　
4
　
　
「
⊥
　
　
1
　
　
4

　
　
　
Ω
0
　
ワ
’
　
　
9
　
　
Q
J
　
6

　
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（
　
　
（

　
　
　
ネ
夫
キ
登
和

ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
㌶
　
力
武
　
　
尚
久

　
　
　
　
　
　
ミ
　

　
　
　
山
澤
　
　
雲
山

　
　
　
　
　
　
山

奪

　
　
　
村
関
村
南
村

※掲載を希望しない方は届け出の

　際に申し出てください。

●
危
険
物
取
扱
者

　
消
防
設
備
士

　
　
　
　
の
免
状
書
き
換
え

　
免
状
失
効
に
ご
注
意

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
免
状

の
所
有
者
は
、
免
状
の
交
付
を
受

け
て
か
ら
1
0
年
ご
と
に
免
状
に
貼

付
さ
れ
て
い
る
写
真
の
書
き
換
え

が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。
1
0
年
以

上
経
過
し
た
人
（
昭
和
57
年
3
月

31

日
ま
で
に
免
状
の
交
付
を
受
け

て
い
る
者
）
は
、
本
年
3
月
31
日

ま
で
に
書
き
換
え
を
行
わ
な
い
と

免
状
が
失
効
し
ま
す
。
申
請
書
は

消
防
本
部
及
び
中
里
詰
所
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
該
当
さ
れ
る

方
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

　
　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
平
成
四
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
加
入
受
付
が
は
じ
ま
づ
て

【
青
少
年
健
全
育
成
標
語
入
選
作
品
】

　
お
は
よ
う
と

い
ま
す
。

　
子
供
会
や
運
動
ク
ラ
ブ
な
ど
五

人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で

き
ま
す
。
加
入
し
て
万
一
の
怪
我

や
賠
償
責
任
、
突
然
死
な
ど
の
事

故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
掛
金
は
一

人
年
額
、
子
供
や
文
化
活
動
が
三

六
〇
円
、
一
般
は
一
、
一
〇
〇
（
老

人
ク
ラ
ブ
団
体
は
五
〇
〇
円
）
、
補

・
償
は
、
事
故
に
よ
る
死
亡
・
後
遺

障
害
が
一
四
〇
〇
万
円
（
老
人
ク

ラ
ブ
団
体
は
四
〇
〇
万
円
）
、
入
院

一
日
に
つ
き
四
、
○
○
○
円
（
老

人
ク
ラ
ブ
団
体
は
一
、
八
○
○

円
）
、
通
院
一
日
に
つ
き
一
、
三
〇

〇
円
（
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
八
○

○
円
）
、
賠
償
責
任
は
対
人
が
一
億

円
、
対
物
が
五
〇
〇
万
円
、
心
臓

麻
痺
な
ど
の
突
然
死
の
見
舞
金
が

五
〇
万
円
で
す
。

　
お
申
し
込
み
と
お
問
い
合
わ
せ

は
、
中
里
村
公
民
館
（
暦
6
3
1
2

4
9
3
）

い
え
ば
笑
顔
が
村
中
に

纐灘態嚢鱒纒羅灘難勲鰻総
　　　　　　　　　　　　　　　　3月31日までに公民館へ（盈63－2943）

　中里村スポーツ少年団では平成4年度の団員を募集しています。公民館で受

付ていますが、詳しい内容を知りたい方は各単位団へ直接お問い合わせ下さい。

　下記のスポーツ少年団は、スポーツを通じて少年の心身を鍛練し健全育成を

目指すことを目的として結成されています。各単位団の育成母集団及び指導員

が、きちんとした指導体制のもとで活動しており、現在の団員は約150名です。

　多くの少年の応募をお待ちしています。

募集人員 応募資格
（学年・地区） 年会費 問合せ先 活　　動　　行　　事

剣道スポーツ少年団 制限なし
小学3年生以上

村内全域
10，000円

盈63－3430

江ロー衛

練習日毎週火・木、各大会（年3回）、親子

レクリエーション、キャンプ

倉俣ジュニアファイターズ

　　（野　　球）
25人程度

小学3年生以上

倉俣地区
2，100円

盈63－2145

斎喜雅基
公式試合、親善試合

貝野ジュニアイーグルス

　　（野　　球）
制限なし

小学3年生以上

貝野地区
2，000円

盈63－2660

南雲道夫

親子レクリエーション、キャンプ、公式試

合、交流講合

田沢ジャニーズ
　　（野　　球〉

〃
小学3年生以上
村内’全域

　～6，000円 盈63－2487
小宮山省三

毎週土・日練習、公式試会、親善試合、キ

ャンプ、親子レクリエーション

中里村ジュニアサッカー

スポーツクラブ
〃

小学3年生以上
（女子は4年生以上）

村内全域
3，000円

奮63－2067

村山　博
公式試合、親善試合、レクリエーション

田沢ジュニアスキー
ク　　　　ラ　　　　ブ

〃
小学3年生以上

　田沢地区

21，000円
（論ズン券）

麿63－2788

池田克人

12月～3月毎週日練習、スキー大会、スキ

ーツアー、親子レク（キャンプ）

清津峡バッファロー
　　（野　　球）

〃
小学2年生以上
清津峡地区

3，000円
盈63－2493

中里村公民館

樋
ロ
麻
奈
美
（
高
道
山
小
4
年
）

κ



お
は
よ
う
は
　
朝
の
は
じ
ま
り
元
気
よ
く

樋
ロ
隆
行
（
中
里
中
3
年
）

第11回「みのり学園」のご案内
期日　平成4年3月27日（金》

日程・内容　（1）午前9時40分～各クラスごとに活動

　　　　　（2）午後1時00分ん反省会・懇親会
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岡
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こ
と
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し
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。　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
中
里
村
は

こ
の
六
日
町
社
会
保
険
事
務
所
管

内
と
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縫難、　苺灘簿欝
難欝雛…難聾欝1
霧1麟．馨響麟灘嬢盤幾鋒懸雛灘灘講錘鞭縫麟羅幾灘馨

難議欝灘灘灘雛籔、

雛覇灘甜霧辟，．．，

難難麟難難嚢難懇雛鱒難響灘

藤雛縫難騨
5月3月　　　　4月

　　　　　　　　　　　　暖かい日が多い

寒暖の変動が大きい

o

ン’、礎

獅

ハ吟い

一〃・く

　　　　　’’

、　　　　　　　　　　　いの

、
　　　　　　　λイカ

灘難灘麟縷懸灘欝
　　　　難灘聯嚢

鍵灘麟嬢織灘騨灘魏態、』

今月の納税と

　　振り替え日

■国民健康保険税　　（3月31日）

■国民年金保険料　　（3月25日）

■保育料　　　（3月31日）

■水道料　 （3月31日）

平成4年3月10日広報躍励宣と：11



　3月11日～4月10日

カレンダー

太島千恵子さん
集落白羽毛

青春してます
46年4月20日生まれ、20歳

星座牡牛座 耀漏羅

13働
講演会「色に強くなる講座」合商工会館
（D19二〇〇～

心配ごと相談日（藤田義一）合老人福祉セ

ンター　　013：30～16：00

14db 中里中学校卒業式

17（幻 彼岸入り

19㈲
心配ごと相談日（根津敬）合老人福祉セン
ター　　013二30～16二〇〇

20働
春分の日
村民スキーツアー「当間山」合総合センタ
ー集合㊤7：30

24（幻 春耕用軽油の免税証の交付倉十日町総
合庁舎（∋10二〇〇～16二〇〇

25㈱ 村内小学校卒業式

26休）

27働
行政相談日（山田正平）合老人福祉センタ
ー　（D13：30～16：00

心配ごと相談日（村山篤稔）合老人福祉セ
ンター　　013二30～16：00

28qり
ヴィ・リゾート中里　雪原カーニバル’92

合上越国際清津スキー場018二30～21：00

29（日） ヴィ・りゾート中里　雪原カーニバル’92

合上越国際清津スキー場　（D9二30～14：00

31（月）

1㈱ 中里村墓地使用受付開始合保健課

2休）

3働 心配ごと相談日（山本ケン）合老人福祉セ
ンター　（D13：30～16二〇〇

5（H）

6（月） 村内小学校入学式　午前

中里中学校入学式　午後

9㈲ 交通事故移動相談所倉十日町市役所
e10：00～15：00

10働 心配ごと相談日（藤田義一）合老人福祉センター　013二30～16：00

※饗更繊難霧灘懸凝鐵叢．獺鶏鱒際繕態纏

　　　　　　　　．欝籍灘蟻叢鱗

血液型A型
身長156cm
　一度東京へ出てみたかったとい

う千恵子さんは、2年間の都会生
活の後Uターン。「田舎はのんびり

としているし車の運転をしたかっ

たので、帰りたかったんです」。休

日は友達とドライブに出かけるの

が楽しみだという。

　「スキーは始めたばかりです。

春になったらテニスもやってみた

い」と毎日が楽しくて仕方がない

という様子。結婚は「いい人がい

れば今すぐにでも」。

瀦

⑳中条病院禅冨讐1

⑭山・医院禅箭幕1

⑭池田医院禅冨讐1

⑭大坪医院禅冨碧1

⑭上村病院響重珊

雇
囎
集
廃
墜
認

▼
先
月
号
か
ら
議
会
の
要
望
に
よ
り

「
議
会
報
告
」
の
欄
を
設
け
掲
載
し

て
い
ま
す
。
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た

事
、
請
願
、
陳
情
で
採
択
さ
れ
た
事
、

ま
た
、
議
会
活
動
内
容
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
議
会
報
は
、
平
成
元
年
ま
で
村
の

補
助
金
を
受
け
て
議
会
編
集
委
員
会

が
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二

年
二
月
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の
補
助
金
を
受
け
る
こ

と
や
寄
付
が
禁
じ
ら
れ
た
た
め
発
行

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
村
か
議
会

編
集
委
員
会
ど
ち
ら
か
が
発
行
費
を

百
幹
負
担
す
れ
ば
独
自
の
議
会
報
が

発
行
で
き
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
調

整
が
で
き
な
く
広
報
で
報
告
程
度
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
議
会
は
、
村
の
具
体
的
な
政
策
を

最
終
的
に
決
定
す
る
機
関
で
す
の
で

見
逃
せ
な
い
情
報
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
議
員
や
議
会
事
務
局
の
協
力
を

得
て
皆
さ
ん
に
関
係
の
深
い
事
を
簡

潔
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

亀　　　　　亀

蟻i噛雍、一駄

　ヤ

試
〃

スギ ユリ

　　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

鹿島立ち
　遠くへ旅行する門出に当たっ
　　かしまて￥「鹿島立ちを祝して乾杯／」

といった言い万をすることがあ

りました。旅立ちを意味するこ

の「鹿島立ち」は、茨城県鹿島

町の鹿島神宮とかかわりのある、

永い歴史をもった言葉です。、

　古代、東国から多数徴発され

て、北九州の防備に当たった兵

士は、崎（辺地）を守る意味で、
　さきもり
「防人」と呼ぱれました。「万葉

集」にも、東国万言を用いた防

人の歌が集められていますが、

「鹿島立ち」は防人たちが出発

前に鹿島神宮に参拝し、途中の

無事を祈ったならわしに始まる

とされています。

　いまも、毎年3目9臼に行わ
　　　　　さいとうさい
れる鹿島神宮の祭頭祭は、その

防人の鹿島立ちの故事にちなん

だ祭礼です。旗印を押し立て、

派手なたすき、鉢巻きの装束で、

　　　　　　かし2メートル余りの樫の棒を持っ

て、はやし歌を歌いながら練り

歩きます。

　もっとも、「鹿島立ち」といっ

てもピンとこなくなっている現

代では、成田空港から旅立つ「成

』田立ち」といったほう杁
τ≡ぐ1いいのかもしれません。
にコ1

葉、

　　又
のルーツ

2月末現在
（）は前月比

●人ロ男3，372人（±0）女3，371人（＋4）計6，743人（＋4）●世帯数1，633（±0）

㌍




